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1. 一般情報教育のカリキュラム標準 

 

2. 一般情報教育の知識体系（GEBOK2017.1）の構成 
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5. 一般情報教育に関する調査 
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5.1. 調査（１）九州保健福祉大学 



5.2. 調査（２）帝京大学 
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1. 提言の目的 



2. 非情報系学科(大学)における情報教育の現状 

2.1. 調査の概要 

2.2. 回答状況と考察 





3. 高等専門学校における専門情報教育の取組 

3.1. 沿革・特徴 

3.2. 評価 



3.3. モデルコアカリキュラムによる教育の質保証 

3.3.1. 「コア(ミニマムスタンダード)」と「モデル」 

3.3.2. カリキュラムと到達目標(アウトカムズ) 

l 

l 
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3.4. モデルコアカリキュラムにおける情報教育 

3.4.1. 工学基礎 

l 
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Ø 

Ø 
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3.4.2. 分野別専門 

l 



l 
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3.4.3. 分野横断的能力

3.5. 高専における情報教育の特徴



4. 社会人基礎力としての情報技術力とその教育 

4.1. はじめに 

4.2. 議論の背景となる状況 



4.2.1. 日本の情報産業の特異性と日本の大学の情報学教育 



4.2.2. 経営と情報技術が一体化した社会が 1990 年代から始まる 

4.2.3. 日本人ソフトウェア技術者の生産性 



4.2.4. 小学生からのプログラミング教育が意味するもの

4.3. 大学卒業生に要求される情報技術力

4.3.1. 大学生が備えるべきプログラミング能力



4.3.2. プログラミング教育とは何か



4.3.3. 大学生が知的生活を一生送れるための基礎プログラミング教育





4.3.4. コンピュータとネットワークに関する知識教育 





5. 情報教育の在り方に対する提言 

l 
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A.1.1. 概要 
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A.1.2. 我が国の高等教育制度について 

l 

l 

l 

A.1.3. 我が国の高等教育財政について 

l 

l 

l 

A.1.4. 高等教育と労働市場について 

l 
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 高等教育と技術革新について

l 

 高等教育における国際化と質の保証について 

l 

l 



B. 情報教育の事例紹介 

B.1. 弓削商船高専情報工学科 

B.1.1. プログラミング応用(3 年次 3 単位)・アルゴリズム(3 年次 1 単位) 

l 

l 

l 

l 



B.1.2. プログラミング特論(4 年次 2 単位) 

 デザイン系学科：多摩美術大学情報デザイン学科

B.2.1. 情報と社会 

B.2.2. 情報言語基礎 I（1年次） 

B.2.3. 情報デザイン演習 IV（2 年次） 

B.2.4. メディア芸術演習 IV（2 年次） 



B.2.5. 情報デザイン演習 II（2 年次） 

B.2.6. メディア芸術演習 II（2 年次） 

B.2.7. ネットワークメディア論 

B.2.8. 情報デザイン演習 III（2 年次） 

B.2.9. メディア芸術演習 I（2年次） 



B.2.10. 情報言語基礎 II（1 年次） 

B.2.11. 造形基礎 I 

B.2.12. 造形基礎 II 

B.2.13. 映像基礎 

B.2.14. インタラクション 

B.2.15. 映像音響 

B.2.16. 情報と職業 

B.3. 経済・経営系学科：國學院大学経済学部 

B.3.1. 経済・経営系学科における情報教育のあり方 



B.3.2. 國學院大学経済学部の例 



C. 付録:図表一覧 

 

 

図 2: 情報学参照基準の領域別エフォート分布:⼈⽂科学 [2]  

4年次
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2.3.2.1. 人文科学 

 

図 2.3.2.1-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.1-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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2.3.2.2. 社会科学 

 

図 2.3.2.2-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.2-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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2.3.2.3. 工学 

 
図 2.3.2.3-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.3-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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2.3.2.4. 保健（医学・歯学以外） 

 
図 2.3.2.4-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.4-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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2.3.2.5. 教育 

 
図 2.3.2.5-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.5-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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2.3.2.6. その他 

 
図 2.3.2.6-1 情報学の参照基準の領域毎のエフォート分布 

 
図 2.3.2.6-2 情報学の参照基準の領域毎の平均達成度レベル 
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なる。そのため、情報教育を担当している教員の出身学科および現在の専門分野について

調査した。その結果を表 2.3.4.2-1に示す。ここで、情報専門学科は、「情報学の参照基準」

に含まれる分野を主な専門とする学科を指す。一方、現在の専門分野における「情報学分

野」は、科学研究費助成事業の分野「情報学」に含まれる分科・細目を専門としているか

否かに基づき教員毎に判断を求めた。  

表 2.3.4.2-1 情報系科目担当教員の出身学科と専門分野 

専任教員（任期なし） 

  
教員数 

情報専門学科 

卒業者数 

情報専門学科 

卒業者比率 

情報学分野 

教員数 

情報学分野 

教員比率 

国立 2,007 311 15.5% 370 18.4% 
公立 172 22 12.8% 41 23.8% 
私立 2,658 405 15.2% 830 31.2% 
計 4,837 738 15.3% 1,241 25.7% 

専任教員（任期付き） 

  
教員数 

情報専門学科 

卒業者数 

情報専門学科 

卒業者比率 

情報学分野 

教員数 

情報学分野 

教員比率 

国立 231 33 14.3% 27 11.7% 
公立 41 7 17.1% 6 14.6% 
私立 373 47 12.6% 76 20.4% 
計 645 87 13.5% 109 16.9% 

併任・兼担教員（学内） 

 
教員数 

情報専門学科

卒業者数 

情報専門学科

卒業者比率 

情報学分野 

教員数 

情報学分野 

教員比率 

国立 260 72 27.7% 105 40.4% 
公立 34 10 29.4% 11 32.4% 
私立 541 104 19.2% 191 35.3% 
計 835 186 22.3% 307 36.8% 

非常勤講師（学外） 

 
教員数 

情報専門学科

卒業者数 

情報専門学科

卒業者比率 

情報学分野 

教員数 

情報学分野 

教員比率 

国立 336 80 23.8% 103 30.7% 
公立 36 1 2.8% 7 19.4% 
私立 2,162 366 16.9% 598 27.7% 
計 2,534 447 17.6% 708 27.9% 
 

情報専門学科の卒業者の比率は、どの場合においても低い比率に留まった。自由記述の
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(3)一般情報教育の調査項目ごとの回答レベルと履修者数 

一般情報教育の各調査項目について、知識とスキルのレベルの回答数の分布を図 2.4.3-4か

ら図 2.4.3-12に示す。0は、実施してない（教えていない）。 

なお、今回の調査においては、調査項目は GEBOK と同様にしたが、レベルは調査種別 A

から D のすべてで統一したものを使用し、GEBOK で定めているものと異なる。したがっ

て、全学あるいは学部を対象とした共通教育として実施されている一般情報教育としては、

卒業研究等を対象としたレベル 4 や 5 など選択しないであろうレベル設定もある。ここで

は、設定されたレベルでの集計結果を次に示す。 

 

   

図 2.4.3-4 情報とコミュニケーション     図 2.4.3-5 情報のディジタル化 

 「情報とコミュニケーション」と「情報のディジタル化」は、技能は教えていないが最も

多いが、知識としては教えていないか、レベル 2が多い。「情報のディジタル化」のレベル

1では知識より技能が多い。 

 

  

図2.4.3-6 コンピューティングの要素と構成  図2.4.3-7 アルゴリズムとプログラミング 

「コンピューティングの要素と構成」と「アルゴリズムとプログラミング」は、技能は教
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1では知識より技能が多い。 
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(3)一般情報教育の調査項目ごとの回答レベルと履修者数 
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は、設定されたレベルでの集計結果を次に示す。 
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えていないが最も多いが、ともに知識としてレベル 2が続いて多い。「コンピューティング

の要素と構成」のレベル 1では知識より技能が多い。 

 

  

図 2.4.3-8 データモデリングと操作       図 2.4.3-9 情報ネットワーク 

 「データモデリングと操作」は教えていないが最も多く、レベルが上がるごとに少なくな

る。「情報ネットワーク」は、技能は教えてないからレベルが上がるごとに少なくなるが、

知識ではレベル 2が最も多い。 

 

  

図 2.4.3-9 情報システム           図 2.4.3-10 情報倫理とセキュリティ 

 「情報システム」は、技能は教えてないからレベルが上がるごとに少なくなるが、知識で

はレベル 2が多い。「情報倫理とセキュリティ」は、他の項目と異なる分布を示した。知識

としてはレベル 2、3多く、技能はレベル 1、2が多く、レベル 3も続く。 
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第１章 モデルコアカリキュラムによる教育のあり方 

１-1 技術者教育に関係する能力 

 国立高等専門学校機構（以下、高専機構）に所属する国立の高等専門学校（以下、高専）

で育成する技術者が備えるべき能力については、そのキャリアパスを踏まえた上で表1に示

すように、モデルコアカリキュラムにおいては「技術者が分野共通で備えるべき基礎的能

力」、「技術者が備えるべき分野別の専門的能力」、「技術者が備えるべき分野横断的能力」

の3つに大別している。さらに各能力を9能力分野に細分化している。 

 
※経済・ビジネス系分野��い��、平成29年９月�合冊予定 
 
 
  

 

表1 高専の技術者教育に関係する備えるべき能力 

技術者が分野共通で備えるべき基礎的能力 技術者が備えるべき分野別の専門的能力 

Ⅰ 数学 Ⅴ 分野別�専門工学 

Ⅱ 自然科学 Ⅴ-� 機械系分野 

Ⅱ-� 物理 Ⅴ-� 材料系分野 

Ⅱ-� 物理実験 Ⅴ-� 電気・電子系分野 

Ⅱ-� 化学 Ⅴ-� 情報系分野 

Ⅱ-� 化学実験 Ⅴ-� 化学・生物系分野 

Ⅱ-� ライフサイエンス・アースサイエンス Ⅴ-� 建設系分野 

Ⅲ 人文・社会科学 Ⅴ-� 建築系分野 

Ⅲ-� 国語 Ⅴ-H 商船系分野（航海） 

Ⅲ-� 英語 Ⅴ-�  商船系分野（機関） 

Ⅲ-� 社会 Ⅵ 分野別の工学実験・実習能力 

Ⅳ 工学基礎 Ⅵ-� 機械系分野 

Ⅳ-� 工学実験技術（各種測定方法、データ処理、考察方法） Ⅵ-� 材料系分野 

Ⅳ-� 技術者倫理（知的財産、法令順守、持続可能性を含む） Ⅵ-� 電気・電子系分野 

    および技術史 Ⅵ-� 情報系分野 

Ⅳ-� 情報リテラシー Ⅵ-� 化学・生物系分野 

Ⅳ-� グローバリゼーション・異文化多文化理解 Ⅵ-� 建設系分野 

 Ⅵ-� 建築系分野  

 Ⅵ-� 商船系分野（航海） 

 Ⅵ-�  商船系分野（機関） 

技術者が備えるべき分野横断的能力 
VII 汎用的技能 VIII 態度・志向性（人間力） IⅩ 総合的な学習経験と創造的思考力 

���-� コミュニケーションスキル ����-� 主体性 �Ⅹ-� 創成能力 

���-� 合意形成 ����-� 自己管理力 �Ⅹ-� エンジニアリングデザイン能力 

���-� 情報収集・活用・発信力 ����-� 責任感   

���-� 課題発見 ����-� チームワーク力  

���-� 論理的思考力 ����-� リーダーシップ  

 ����-� 倫理観（独創性�尊重、公共心）  

 ����-� 未来志向性・キャリアデザイン力  

 ����-� 企業活動理解  

 ����-Ｉ 学習�企業活動�関連  
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含
む

効
果

的
�

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
主

体
的

�
表

現
が

�
き

る
。

 

表
現

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

�
関

係
す

る
学

習
項

目
�

�
い

�
�

、

発
表

や
議

論
�

�
、

教
育

方
法

�
工

夫
が

必
須

�
あ

る
。

 

�
お

、
国

語
到

達
目

標
�

、
「
国

語
」
�

授
業

が
中

心
�

�
�

�
育

む
�

�
も

�
、

他
科

目
�

密
接

�
連

携
し

た
教

育
�

よ
り

達
成

さ
れ

る

も
�

�
あ

る
。

 

Ⅲ
-B
 英

語
 

英
語

�
積

極
的

�
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

ろ
う

�
す

る
態

度
や

異
文

化
を

理
解

し
よ

う
�

す
る

姿
勢

を
身

�
�

け
、

あ
る

程
度

�
的

確
さ

、
流

暢
さ

、
即

応
性

を
持

�
�

、
社

会
性

�
あ

る
話

題
や

自
ら

�
専

門
�

関
す

る
基

礎
的

�
情

報
や

考
え

�
�

を
理

解
し

た
り

伝
え

た
り

�
き

る
。

 

専
門

分
野

�
お

け
る

英
語

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

�
関

係
す

る
学

習

項
目

�
、

異
�

る
文

化
を

持
�

た
人

々
�

�
意

見
交

換
や

デ
ィ

ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

�
�

、
教

育
方

法
�

工
夫

が
必

須
�

あ
る

。
 

�
お

、
こ

れ
ら

�
英

語
到

達
目

標
�

、
他

科
目

�
密

接
�

連
携

し
た

教
育

�
よ

り
達

成
さ

れ
る

も
�

�
あ

る
。

 

Ⅲ
-C
 社

会
 

国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
主
体
的
に
社
会
に
参
画
し
、
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
た
め
に
人
文
・
社
会
科
学
の
知
識
・
理
論
・
情
報
を
利
用
で
き
る
。
 

1
8歳

選
挙
権
を
踏
ま
え
た
社
会
参
画
へ
の
意
識
を
持
た
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
、
特
定
の
課
題
に
対
し
て
学
生
が
調
査
・
要
約
・
分

類
な
ど
行
う
中
で
、
主
体
的
に
自
ら
の
考
え
を
主
張
さ
せ
る
な

ど
、
教
育
方
法
の
工
夫
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

  
工

学
実

験
技

術
（
各

種
測

定
方

法
、

デ
ー

タ
処

理
、

考
察

方
法

）、
技

術
者

倫
理

お
よ

び
技

術
史

、
情

報
リ
テ

ラ
シ

ー
、

グ
ロ

ー
バ

リ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

・
異

文
化

多
文

化
理

解
の
た
め
の
知
識
を
有
し
、
自
ら
の
工
学
の
分
野
に
応
用
で
き
る
。

 

特
化

し
た

授
業

科
目

を
設

定
す

る
必

要
�

�
い

。
 

各
高

専
・
学

科
�

開
講

さ
れ

�
い

る
さ

ま
ざ

ま
�

科
目

�
関

連
付

け

ら
れ

る
。

 

技術者が備えるべき分野別の専門的能力 

Ⅴ
 分

野
別

の
専
門
工
学

 Ⅴ
-D
-1
 プ

ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

 

・
 

変
数

、
デ

ー
タ

型
、

代
入

や
演

算
子

、
制

御
構

�
、

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

―
（ま

た
�

、
関

数
、

サ
ブ

ル
ー

チ
ン

�
�

）
�

概
念

を
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
作
成
で
は
、
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
述
と
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ロ
ー
ド
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
変
換
と
実
行
を
説
明
で
き
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
実
課
題
の

解
決
に
適
用
で
き
る
。

 

・
 

言
語

処
理

系
を

構
成

す
る

各
種

ツ
ー

ル
�

役
割

や
機

能
、

各
種

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
が

計

算
モ

デ
ル

�
よ

る
分

類
さ

れ
る

こ
�

を
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

要
求

仕
様

�
従

�
�

、
い

ず
れ

�
手

法
�

よ
り

動
作

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

標
準

的
�

手
法

�
よ

り
実

行
効

率
を

考
慮

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

設
計

�
実

装
が

�
き

、
そ

れ
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

変
数

、
デ

ー
タ

型
、

代
入

や
演

算
子

、
制

御
構

�
、

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

―
（ま

た
�

、
関

数
、

サ
ブ

ル
ー

チ
ン

�
�

）
�

概
念

を
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
作
成
で
は
、
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
述
と
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ロ
ー
ド
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
変
換
と
実
行
を
説
明
で
き
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
実
課
題
の

解
決
に
適
用
で
き
る
。

 

・
 

言
語

処
理

系
を

構
成

す
る

各
種

ツ
ー

ル
�

役
割

や
機

能
、

各
種

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
が

計

算
モ

デ
ル

�
よ

る
分

類
さ

れ
る

こ
�

を
説

明
�

き
る

。
 

・
 

要
求

仕
様

�
従

�
�

、
い

ず
れ

�
手

法
�

よ
り

動
作

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

標
準

的
�

手
法

�
よ

り
実

行
効

率
を

考
慮

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

設
計

が
�

き
る

。
 

・
 

変
数

、
デ

ー
タ

型
、

代
入

や
演

算
子

、
制

御
構

�
、

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

―
（ま

た
�

、
関

数
、

サ
ブ

ル
ー

チ
ン

�
�

）
�

概
念

を
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
作
成
で
は
、
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
記
述
と
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ロ
ー
ド
モ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
変
換
と
実
行
を
説
明
で
き
、
そ
れ
ら
の
知
識
を
実
課
題
の

解
決
に
適
用
で
き
る
。

 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
�

要
素

�
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
作

成
法

�
�

い
�

説
明

�
き

、
少

�
く

�
も

1
�

�
プ

ロ
グ

ラ
ミ
ン

グ
言

語
を

用
い

�
簡

単
�

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
生

成
�

き
る

こ
�

。
 

Ⅴ
-D
-2
 ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

概
念

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
が

問
題

を
解

決
し

�
い

く
過

程
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

同
一

問
題

を
解

決
�

き
る

複
数

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

存
在

、
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

比
較

・
評

価
、

基

本
的

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

デ
ー

タ
構

�
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

解
析

�
基

本
事

項
を

説
明

�
き

、
そ

れ
ら

�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

概
念

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
が

問
題

を
解

決
し

�
い

く
過

程
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

同
一

問
題

を
解

決
�

き
る

複
数

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

存
在

や
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

比
較

・
評

価
、

基
本

的
�

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

デ
ー

タ
構

�
、

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

解
析

�
基

本
事

項
を

説
明

�
き

、
そ

れ
ら

�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

概
念

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
が

問
題

を
解

決
し

�
い

く
過

程
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

基
本

的
�

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

�
い

�
説

明
�

き
る

。
 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
�

概
念

�
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
が

問
題

を
解

決
し

�
い

く
過

程
を

説
明

�
き

る
こ

�
。

 

Ⅴ
-D
-3
 計

算
機
工

学
 

・
 
2進

数
、
10進

数
、
16進

数
で
の
整
数
、
小
数
の
表
現
、
基
本
的
な
理
論
演
算
と
理
論

関
数
の
論
理
式
と
し
て
の
表
現
、
理
論
ゲ
ー
ト
を
用
い
た
論
理
式
の
組
み
合
わ
せ
理
論

回
路
と
し
て
の
表
現
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構
成
す
る
基
本
的
な
要
素
間
の
デ
ー
タ
の
流

れ
の
説
明
が
で
き
、
そ
の
知
識
を
実
課
題
の
解
決
に
適
用
で
き
る
。
 

・
 

基
本

的
�

プ
ロ

セ
ッ

サ
�

仕
組

み
、

メ
モ

リ
�

種
類

�
特

徴
、

入
出

力
装

置
�

種
類

�
機

能
、

入
出

力
装

置
を

制
御

す
る

た
め

�
バ

ス
�

概
念

�
�

い
�

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

順
序

回
路

�
基

本
素

子
、

順
序

回
路

�
動

作
�

機
能

�
説

明
、

順
序

回
路

�
設

計
が

�
き

、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

 

・
 
2進

数
、
10進

数
、
16進

数
で
の
整
数
、
少
数
の
表
現
、
基
本
的
な
理
論
演
算
と
理
論

関
数
の
論
理
式
と
し
て
の
表
現
、
理
論
ゲ
ー
ト
を
用
い
た
論
理
式
の
組
み
合
わ
せ
理
論

回
路
と
し
て
の
表
現
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構
成
す
る
基
本
的
な
要
素
間
の
デ
ー
タ
の
流

れ
の
説
明
が
で
き
、
そ
の
知
識
を
実
課
題
の
解
決
に
適
用
で

き
る
。
 

・
 

基
本

的
�

プ
ロ

セ
ッ

サ
�

仕
組

み
、

メ
モ

リ
�

種
類

�
特

徴
、

入
出

力
装

置
�

種
類

�
機

能
、

入
出

力
装

置
を

制
御

す
る

た
め

�
バ

ス
�

概
念

�
�

い
�

説
明

�
き

、
そ

れ
ら

�
知

識
を

基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

順
序

回
路

�
基

本
素

子
、

順
序

回
路

�
動

作
�

機
能

�
説

明
、

順
序

回
路

�
設

計
が

�
き

、

そ
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 
2進

数
、
10進

数
、
16進

数
で
の
整
数
、
少
数
の
表
現
、
基
本
的
な
理
論
演
算
と
理
論

関
数
の
論
理
式
と
し
て
の
表
現
、
理
論
ゲ
ー
ト
を
用
い
た
論
理
式
の
組
み
合
わ
せ
理
論

回
路
と
し
て
の
表
現
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
構
成
す
る
基
本
的
な
要
素
間
の
デ
ー
タ
の
流

れ
の
説
明
が
で
き
、
そ
の
知
識
を
実
課
題
の
解
決
に
適
用
で
き
る
。
 

・
 

基
本

的
�

プ
ロ

セ
ッ

サ
�

仕
組

み
、

メ
モ

リ
�

種
類

�
特

徴
、

入
出

力
装

置
�

種
類

�
機

能
、

入
出

力
装

置
を

制
御

す
る

た
め

�
バ

ス
�

概
念

�
�

い
�

説
明

�
き

る
。

 

・
 

順
序

回
路

�
基

本
素

子
、

順
序

回
路

�
動

作
�

説
明

が
�

き
、

そ
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

順
序

回
路

�
機

能
、

順
序

回
路

�
設

計
�

説
明

が
�

き
る

。
 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
数

�
体

系
、

論
理

関
数

、
論

理
回

路
�

基

本
事

項
、

お
よ

び
、

「コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
構

成
す

る
基

本
的

�
要

素
を

中

心
�

し
た

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

�
基

本
事

項
�

�
い

�
説

明

�
き

る
こ

�
。
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情
報

系
 

能
力

と
 

習
得

レ
ベ

ル
 

コ
ア

（
単

独
学

科
）

 
コ

ア
（

複
合

融
合

学
科

で
特

に
専

門
と

す
る

分
野

）
 

コ
ア

（
複

合
融

合
学

科
で

組
み

合
わ

せ
る

周
辺

分
野

の
専

門
性

、
 

均
等

に
組

み
合

わ
せ

る
専

門
性

）
 

履
修

上
の

配
慮

 

Ⅴ
-D

-4
 コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ

ム
 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

�
各

種
形

態
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

シ
ス

テ
ム

全
体

�
仕

様
�

基
�

い
�

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

�
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
機

能
分

担
�

そ
れ

を
含

む
設

計
プ

ロ
セ

ス
を

説
明

�
き

、
そ

れ
ら

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

�
各

種
形

態
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
れ

ら
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

シ
ス

テ
ム

全
体

�
仕

様
�

基
�

い
�

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

�
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
機

能
分

担
�

そ
れ

を
含

む
設

計
プ

ロ
セ

ス
を

説
明

�
き

、
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

同
左

 
情

報
系

を
主

分
野

、
副

分
野

�
す

る
複

合
融

合
学

科
�

�
、

必
須

�
学

習
内

容
�

あ
る

。
 

Ⅴ
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 シ

ス
テ

ム

プ
ロ

グ
ラ

ム
 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

�
お

け
る

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

�
位

置
�

け
を

説
明

�
き

、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

�
基

礎
事

項
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適

用
�

き
る

。
 

・
 

コ
ン

パ
イ

ラ
�

仕
組

み
�

そ
れ

を
支

え
る

理
論

を
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

�
お

け
る

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

�
位

置
�

け
を

説
明

�
き

、

そ
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

コ
ン

パ
イ

ラ
�

仕
組

み
�

そ
れ

を
支

え
る

理
論

を
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
基

本
的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
ム

�
お

け
る

オ
ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

�
位

置
�

け
を

説
明

�
き

る
。

 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
�

お
け

る
オ

ペ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

�
役

割
�

�
い

�
説

明
�

き
る

こ
�

。
 

Ⅴ
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 情

報
通

信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

 

・
 

階
層

化
プ

ロ
ト
コ

ル
�

概
念

や
利

点
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

ロ
ー

カ
ル

エ
リ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

�
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
�

概
念

、
�

�
�
/
��

�
階

層
�

関
す

る
標

準

的
�

規
約

や
技

術
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

実
用

的
�

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

�
構

築
方

法
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
�

設
定

方
法

、
各

種
通

信

�
仕

組
み

�
規

格
、

使
用

す
る

基
本

的
�

技
術

�
�

い
�

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

階
層

化
プ

ロ
ト
コ

ル
�

概
念

や
利

点
を

説
明

�
き

る
。

 

・
 

ロ
ー

カ
ル

エ
リ
ア

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

�
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
�

概
念

、
�

�
�
/
��

�
階

層
�

関
す

る
標

準

的
�

規
約

や
技

術
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

実
用

的
�

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

�
構

築
方

法
、

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
�

設
定

方
法

、
各

種
通

信

�
仕

組
み

�
規

格
、

使
用

す
る

基
本

的
�

技
術

�
�

い
�

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的

�
課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

同
左

 
情

報
系

を
主

分
野

、
副

分
野

�
す

る
複

合
融

合
学

科
�

�
、

必
須

�

学
習

内
容

�
あ

る
。

 

Ⅴ
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 情

報
数

学
・

情
報

理
論

 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

設
計

�
数

学
的

概
念

�
関

係
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
�

数
値

処
理

を
伴

う
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

を
構

築
す

る
た

め
�

基

礎
知

識
、

効
率

よ
く

確
実

�
情

報
通

信
を

行
う

た
め

�
理

論
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

数
値

処
理

�
誤

差
�

要
因

�
そ

�
影

響
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用

�
き

る
。

 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

設
計

�
数

学
的

概
念

�
関

係
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
�

数
値

処
理

を
伴

う
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

を
構

築
す

る
た

め
�

基

礎
知

識
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

数
値

処
理

�
誤

差
�

要
因

�
そ

�
影

響
を

説
明

�
き

る
。

 

効
率

よ
く

確
実

�
情

報
通

信
を

行
う

た
め

�
理

論
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課

題
�

解
決

�
活

用
�

き
る

。
 

・
 

ア
ル

ゴ
リ
ズ

ム
�

設
計

�
数

学
的

概
念

�
関

係
を

説
明

�
き

る
。

 

・
 

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
�

数
値

処
理

を
伴

う
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

を
構

築
す

る
た

め
�

基

礎
知

識
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

効
率

よ
く

確
実

�
情

報
通

信
を

行
う

た
め

�
理

論
を

説
明

�
き

る
。

 

 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
数

値
処

理
�

誤
差

�
概

念
を

除
い

�
必

須
�

学
習

内
容

�
あ

る
。
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 そ

の
他

の

学
習

内
容

 

・
 

電
気

電
子

分
野

�
基

礎
的

�
法

則
や

半
導

体
素

子
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

リ
テ

ラ
シ

ー
分

野
�

�
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

業
務

�
使

用
す

る
た

め
�

基
本

操
作

を
実

践
�

き
、

そ
�

ス
キ

ル
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
分

野
�

�
、

情
報

化
社

会
特

有
�

代
表

的
�

脅
威

�
そ

れ
ら

へ
�

対
策

法
、

暗

号
化

や
ア

ク
セ

ス
制

御
技

術
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�

き
る

。
 

・
 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

�
基

本
的

�
概

念
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

言
語

を
用

い
た

基
本

的
�

デ
ー

タ
問

合

せ
を

記
述

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

各
種

信
号

�
特

性
、

情
報

離
散

化
�

技
術

�
現

象
、

メ
デ

ィ
ア

情
報

�
表

現
形

式
や

処
理

技

法
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

電
気

電
子

分
野

�
基

礎
的

�
法

則
や

半
導

体
素

子
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

リ
テ

ラ
シ

ー
分

野
�

�
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

業
務

�
使

用
す

る
た

め
�

基
本

操
作

を
実

践
�

き
、

そ
�

ス
キ

ル
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
分

野
�

�
、

情
報

化
社

会
特

有
�

代
表

的
�

脅
威

�
そ

れ
ら

へ
�

対
策

法
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

暗
号

化
や

ア
ク

セ
ス

制
御

技
術

�
�

い
�

説
明

�
き

る
。

 

・
 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

�
基

本
的

�
概

念
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

言
語

を
用

い
た

基
本

的
�

デ
ー

タ
問

合

せ
を

記
述

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

各
種

信
号

�
特

性
、

情
報

離
散

化
�

技
術

�
現

象
、

メ
デ

ィ
ア

情
報

�
表

現
形

式
や

処
理

技

法
を

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

電
気

電
子

分
野

�
基

礎
的

�
法

則
や

ト
ラ

ン
ジ

ス
タ

�
�

い
�

説
明

�
き

、
そ

�
知

識
を

実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

リ
テ

ラ
シ

ー
分

野
�

�
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
を

業
務

�
使

用
す

る
た

め
�

基
本

操
作

を
実

践
�

き
、

そ
�

ス
キ

ル
を

実
課

題
�

解
決

�
適

用
�

き
る

。
 

・
 

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
分

野
�

�
、

情
報

化
社

会
特

有
�

代
表

的
�

脅
威

�
そ

れ
ら

へ
�

対
策

法
�

�
い

�
説

明
�

き
、

そ
�

知
識

を
実

課
題

�
解

決
�

適
用

�
き

る
。

 

・
 

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

�
基

本
的

�
概

念
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

言
語

を
用

い
た

基
本

的
�

デ
ー

タ
問

合

せ
を

記
述

�
き

、
そ

�
知

識
を

基
本

的
�

課
題

�
解

決
�

活
用

�
き

る
。

 

・
 

各
種

信
号

�
特

性
、

情
報

離
散

化
�

技
術

�
現

象
、

メ
デ

ィ
ア

情
報

�
表

現
形

式
や

処
理

技

法
を

説
明

�
き

る
。

 

学
科

・
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
�

一
部

�
概

念
を

除
い

�

必
須

�
学

習
内

容
�

あ
る

。
 

Ⅵ
 
分

野
別

の

工
学

実
験

・

実
習

能
力
 

Ⅵ
-D

-1
 専

門
工

学

実
験

・
実

習
 

・
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

�
標

準
的

�
開

発
ツ

ー
ル

や
開

発
環

境
�

利
用

経
験

を
通

じ
�

、
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
生

成
�

そ
�

動
作

確
認

が
実

践
�

き
る

。
 

・
 与

え
ら

れ
た

仕
様

�
合

致
し

た
組

み
合

わ
せ

論
理

回
路

や
順

序
回

路
�

設
計

を
実

践
�

き

る
。

 

・
 目

的
�

あ
�

た
開

発
環

境
�

利
用

�
構

築
を

実
践

�
き

る
。

 

・
 仕

様
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
と
実
行
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

�
標

準
的

�
開

発
ツ

ー
ル

や
開

発
環

境
�

利
用

経
験

を
通

じ
�

、
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
生

成
�

そ
�

動
作

確
認

が
実

践
�

き
る

。
 

・
 

与
え

ら
れ

た
仕

様
�

合
致

し
た

組
み

合
わ

せ
論

理
回

路
や

順
序

回
路

�
設

計
を

実
践

�
き

る
。

 

・
 

標
準

的
�

開
発

環
境

�
利

用
�

構
築

が
�

き
る

。
 

・
 

標
準

的
�

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

作
成

�
実

行
結

果
を

得
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

・
 

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

�
標

準
的

�
開

発
ツ

ー
ル

や
開

発
環

境
�

利
用

経
験

を
通

じ
�

、
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

�
生

成
�

そ
�

動
作

確
認

が
実

践
�

き
る

。
 

・
 

基
礎

的
�

開
発

環
境

�
利

用
�

構
築

が
�

き
る

。
 

・
 

基
礎

的
�

プ
ロ

グ
ラ

ム
�

作
成

�
実

行
結

果
を

得
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

学
科

や
コ

ー
ス

�
よ

ら
ず

、
卒

業
研

究
や

特
別

研
究

�
必

要
�

基

本
的

�
実

験
計

画
を

立
�

、
結

果
�

整
理

・考
察

が
�

き
る

こ
�

。
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表
4
-
4
 

情
報

系
分

野
到

達
目

標
の

ま
と

め
 

そ
の

２
 

情
報

系
 

能
力

と
 

習
得

レ
ベ

ル
 

本
科

に
お

け
る

到
達

目
標

 
専

攻
科

に
お

け
る

到
達

目
標

 
履

修
上

の
配

慮
 

技術者が備えるべき分野横断的能力 

VII 汎
用
的
技
能
 Ⅶ

-A
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル
 

日
本

語
�

特
定

�
外

国
語

を
用

い
�

相
手

�
意

見
を

聞
き

く
こ

�
が

�
き

、
効

果
的

�
説

明
方

法
や

手
段

を
用

い
�

、
自

分
�

意
見

を
伝

え
、

円
滑

�
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
こ

�
が

�
き

る
。

 

技
術

者
や

一
般

市
民

�
�

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

�
対

象
者

�
よ

ら
ず

相
手

を
理

解
し

た
上

�
、

説
明

�
方

法
を

工
夫

し
�

が
ら

、
自

分
�

意
見

や
考

え
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

、
十

分
�

理
解

を
得

る
こ

�
が

�
き

る
 

社
会

科
目

、
国

語
�

�
一

般
的

�
座

学
科

目
や

、
Ｐ

Ｂ
Ｌ

科
目

、
卒

業
研

究
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
部

活
動

�
�

さ
ま

ざ
ま

�
学

習
・
学

生
活

動
を

通
し

�
達

成
さ

せ
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
企
業
活
動
や
地
域
活
動
す
る
上
で
、
多
様
な
対
象
者
に
対
し
て
効
果
的
な
説
明
資
料
を
作
成
し
、
十
分
な
理
解
・
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

Ⅶ
-B 

合
意

形
成

 
特

定
�

集
団

�
よ

る
問

題
解

決
、

ア
イ

デ
ア

創
�

�
�

�
�

合
意

形
成

を
支

援
・
促

進
す

る
た

め
�

方
法

を
適

用
�

き
る

。
  

特
定

�
集

団
�

よ
る

問
題

解
決

等
を

促
進

す
る

た
め

、
提

案
�

中
か

ら
最

良
�

も
�

を
選

び
�

が
ら

合
意

形
成

し
�

い
く

こ
�

が
�

き
る

。
 

グ
ル

ー
プ

活
動

を
伴

う
す

べ
�

�
教

育
等

�
お

い
�

達
成

さ
せ

る
こ

�
が

�
き

る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

例
え
ば
企
業
活
動
に
お
け
る
円
滑
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
一
般
市
民
等
の
利
害
関
係
者
に
対
し
て
合
意
形
成
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
。

 

Ⅶ
-C

 
情

報
収

集
・

活
用

・
発

信
力

 
I
CTや

ICT
 
ツ
ー
ル
、
文
書
等
を
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
情
報
収
集
や
情
報
発
信
に
活
用
で
き

る
。
 

自
ら

�
専

門
分

野
�

対
し

、
情

報
�

正
確

性
や

著
作

権
等

�
配

慮
し

�
情

報
収

集
・
活

用
・
発

信
�

き
る

。
  

社
会

系
科

目
�

お
け

る
調

査
や

実
験

レ
ポ

ー
ト
等

�
�

指
導

、
知

的
財

産
�

活
用

�
関

す
る

教
育

�
�

を
通

し
�

達
成

さ
せ

る
�

�
、

柔
軟

�
方

法
を

用
い

る
こ

�
が

�
き

る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

例
え
ば

企
業
活

動
に

お
け
る

円
滑
な

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
実

行
の

た
め
に

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

や
プ

ラ
イ
バ

シ
ー

に
も
配

慮
し
た

ICT
ツ

ー
ル

に
よ
る

情
報

収
集

と
情
報
の
活
用
・
発
信
が
必
要
に
な
る
。

 

Ⅶ
-D

 課
題

発
見
 

実
課

題
を

例
�

、
現

状
�

あ
る

べ
き

姿
�

�
ギ

ャ
ッ

プ
�

中
�

課
題

を
見

�
け

る
こ

�
が

�
き

、
課

題
�

因
果

関
係

や
優

先
度

を
整

理
し

解
決

策
を

提
案

�
き

る
。

 
課

題
�

中
�

複
数

�
因

果
関

係
や

優
先

度
を

構
�

化
・
焦

点
化

す
る

こ
�

が
�

き
、

解
決

策
を

立
案

し
、

実
行

策
を

絞
り

込
む

こ
�

が
�

き
る

。
 

例
え
ば
地
域
に
お
け
る
課
題
の
発
見
な
ど
、
学
生
の
社
会
参
加
意
識
の
意
識
の
育
成
に
も
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

企
業

�
お

け
る

業
務

全
体

あ
る

い
�

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

�
改

善
や

推
進

を
行

う
上

�
、

取
り

組
む

べ
き

焦
点

を
明

確
化

す
る

た
め

�
課

題
�

プ
ロ

セ
ス

を
用

い
る

こ
�

が
�

き
る

重
要

性
を

指
導

す
る

こ
�

が
望

ま
し

い
。

 

Ⅶ
-E 論

理
的
思
考
力

 
実

課
題

を
想

定
し

、
論

理
的

�
思

考
�

た
め

�
手

段
を

実
践

�
き

、
論

理
性

�
配

慮
し

�
解

決
策

�
提

示
�

至
る

プ
ロ

セ
ス

を
実

践
�

き
る

。
 

複
雑

�
事

象
�

本
質

を
論

理
的

思
考

�
プ

ロ
セ

ス
を

活
用

し
�

要
約

・
整

理
、

構
�

化
�

き
る

。
 

「
課

題
発

見
」�

連
携

・連
動

さ
せ

�
達

成
を

目
指

す
こ

�
が

望
ま

し
い

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
企

業
活

動
�

お
け

る
問

題
や

課
題

�
解

決
�

対
し

、
問

題
�

原
因

を
明

確
化

し
�

複
数

�
解

決
策

を
提

案
し

、
絞

り
込

み
、

実
行

策
を

計
画

し
提

案
�

き
る

。
 

Ⅷ
 
態

度
・

志
向

性
（

人
間

力
）

 

Ⅷ
-A

 主
体

性
 

具
体

的
�

状
況

下
�

、
周

囲
�

状
況

を
改

善
す

べ
く

自
身

�
能

力
を

主
体

的
�

発
揮

す
る

行
動

を
�

れ
る

。
 

よ
り

多
様

�
環

境
�

中
�

、
周

囲
�

状
況

�
自

身
�

立
場

を
照

ら
し

合
わ

せ
、

主
体

的
�

行
動

し
�

仕
事

を
推

進
�

き
る

。
 

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
目

指
し

た
学

生
自

身
�

主
体

的
�

行
動

や
学

習
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

�
�

教
育

活
動

�
お

い
�

も
達

成
さ

せ
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
市

民
お

よ
び

企
業

人
�

し
�

自
ら

�
役

割
を

認
識

し
、

継
続

的
�

自
己

管
理

お
よ

び
自

ら
を

律
し

た
行

動
を

す
る

こ
�

が
�

き
、

自
ら

�
立

場
�

応
じ

�
自

身
�

能
力

を
最

大
限

�
発

揮
し

�
、

企
業

活
動

等
を

推
進

し
�

い
く

こ
�

が
�

き
る

。
 

Ⅷ
-B

 自
己

管
理

力
 

日
常

生
活

�
行

動
面

、
精

神
面

、
健

康
面

�
�

自
己

管
理

が
�

き
、

常
�

自
身

を
良

い
状

態
�

維
持

す
る

た
め

�
努

力
が

�
き

る
。

 
自

己
管

理
す

る
上

�
�

自
分

自
身

�
課

題
や

現
在

�
自

己
管

理
状

況
を

認
識

し
、

よ
り

よ
い

状
態

�
改

善
す

る
た

め
�

行
動

を
�

る
こ

�
が

�
き

る
。

  

例
え
ば
、
自
ら
の
健
康
管
理
、
出
席
・
時
間
管
理
な
ど
日
常
の
担
任
等
の
指
導
に
よ
り
あ
る
べ
き
行
動
の
指
導
を
す
る
こ
と
も
一
方
法
で
あ
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

市
民

お
よ

び
企

業
人

�
し

�
自

ら
�

役
割

を
認

識
し

、
継

続
的

�
自

己
管

理
お

よ
び

自
ら

を
律

し
た

行
動

を
す

る
こ

�
が

�
き

、
自

ら
�

立
場

�
応

じ
�

自
身

�
能

力
を

最
大

限
�

発
揮

し
�

、
企

業
活

動
等

を
推

進
し

�
い

く
こ

�
が

�
き

る
。

 

Ⅷ
-C

 責
任

感
 

社
会

�
一

員
�

し
�

意
識

を
持

�
�

責
任

あ
る

行
動

、
言

動
、

役
割

を
演

ず
る

こ
�

が
�

き
る

。
  

社
会

�
一

員
�

し
�

、
多

面
的

�
観

点
か

ら
責

任
あ

る
行

動
、

発
言

、
役

割
を

演
ず

る
こ

�
が

�
き

る
。

  

例
え
ば
、
ク
ラ
ス
で
の
約
束
事
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
の
行
動
な
ど
通
し
て
達
成
さ
せ
る
こ
と
で
き
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

市
民

お
よ

び
企

業
人

�
し

�
�

責
任

あ
る

行
動

を
常

�
�

る
こ

�
が

�
き

る
�

�
も

�
、

企
業

�
社

会
責

任
�

観
点

か
ら

も
行

動
を

す
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

Ⅷ
-D チ

ー
ム
ワ
ー
ク
力
 
特

定
�

課
題

�
対

し
、

チ
ー

ム
�

一
員

�
し

�
他

者
�

意
見

を
尊

重
し

、
適

切
�

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
持

�
�

共
同

作
業

を
進

め
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

よ
り

実
践

的
�

課
題

�
解

決
�

向
け

�
多

様
�

専
門

性
を

持
�

メ
ン

バ
ー

か
ら

�
る

チ
ー

ム
が

、
円

滑
�

機
能

す
る

た
め

、
役

割
を

意
識

し
た

責
任

あ
る

行
動

が
�

き
る

。
  

例
え
ば
、
円
滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
果
と
し
て
、
合
意
形
成
の
方
法
へ
の
効
果
を
認
識
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
教
育
・
課
外
活
動
等
で
達
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

企
業

�
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

�
遂

行
�

お
い

�
、

自
身

�
役

割
�

責
任

を
理

解
し

た
行

動
を

�
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

Ⅷ
-E リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
 自

ら
行

動
�

模
範

を
示

す
こ

�
が

�
き

、
他

者
�

対
し

�
適

切
�

行
動

を
促

し
、

共
同

作
業

・
研

究
を

進
め

る
こ

�
が

�
き

る
。

 

組
織

�
し

�
目

指
す

方
向

性
を

示
し

、
行

動
�

規
範

を
示

し
�

が
ら

、
チ

ー
ム

�
し

�
�

成
果

を
生

み
出

し
�

い
く

こ
�

が
�

き
る

。
常

�
情

報
収

集
や

チ
ー

ム
内

�
�

相
談

を
怠

ら
ず

、
リ
ー

ダ
ー

�
し

�
�

判
断

力
を

磨
く

意
識

を
持

�
た

行
動

が
�

れ
る

。
 

ク
ラ

ブ
活

動
や

学
生

会
活

動
�

�
だ

け
�

�
�

く
、

通
常

�
授

業
�

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

�
�

通
し

�
も

リ
ー

ダ
ー

�
役

割
を

実
践

さ
せ

る
こ

�
が

�
き

る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

企
業

�
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
等

�
遂

行
�

お
い

�
リ
ー

ダ
ー

�
し

�
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
�

遂
行

�
最

適
�

人
材

を
見

抜
き

、
選

抜
�

き
、

各
人

�
能

力
を

最
大

限
�

発
揮

さ
せ

、
チ

ー
ム

�
し

�
�

業
務

�
遂

行
を

推
進

�
き

る
。

ま
た

、
チ

ー
ム

が
業

務
遂

行
へ

効
果

的
�

機
能

し
�

い
る

か
評

価
�

き
る

。
 

Ⅷ
-F

 
倫

理
観

（
独

創
性

の
尊

重
、

公
共

心
）
 技

術
が

社
会

や
自

然
�

及
ぼ

す
影

響
や

効
果

を
意

識
し

、
技

術
者

が
社

会
�

負
�

�
い

る
責

任
を

踏
ま

え
た

基
本

的
�

行
動

が
�

れ
る

。
 

技
術

者
が

社
会

�
負

�
�

い
る

責
任

�
独

創
性

を
認

識
し

、
技

術
�

成
果

が
社

会
�

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
�

行
動

�
き

る
。

 

実
例

を
も

�
�

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

さ
せ

る
�

�
、

学
生

�
主

体
的

�
考

え
さ

せ
る

こ
�

が
必

要
�

あ
る

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
企

業
�

お
け

る
法

令
順

守
や

、
過

去
�

事
例

を
様

々
�

要
素

か
ら

参
照

・
融

合
し

�
、

適
切

�
行

動
指

針
を

決
定

�
き

る
。

 

Ⅷ
-G

 
未

来
志

向
性

・
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
力

 

自
身

�
あ

り
た

い
姿

を
実

現
す

る
た

め
�

職
業

を
選

択
す

る
上

�
�

価
値

観
を

明
確

化
し

、
自

身
�

あ
り

た
い

姿
�

実
現

�
た

め
�

目
標

を
立

�
た

行
動

を
継

続
�

き
る

。
さ

ら
�

自
己

�
価

値
観

や
適

性
�

認
識

�
中

�
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

を
修

正
し

、
目

標
を

再
設

定
�

き
る

。
 

社
会

�
出

�
か

ら
こ

そ
社

会
情

勢
�

変
化

、
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト
�

応
じ

�
自

ら
�

キ
ャ

リ
ア

を
力

強
く

切
り

開
い

�
い

か
�

け
れ

�
�

ら
�

い
こ

�
を

想
定

し
�

、
自

分
�

適
性

や
価

値
観

を
分

析
し

、
進

路
を

選
択

�
き

る
。

 

今
学

ん
�

い
る

こ
�

が
将

来
�

�
う

関
係

す
る

か
、

将
来

�
ラ

イ
フ

イ
ベ

ン
ト
�

把
握

、
そ

�
中

�
進

路
選

択
上

�
自

ら
�

ポ
イ

ン
ト
�

�
を

低
学

年
か

ら
継

続
的

�
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

�
指

導
�

よ
り

実
践

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
自

ら
�

現
状

を
把

握
し

、
必

要
�

行
動

や
学

習
を

継
続

し
�

、
人

生
�

お
け

る
様

々
�

局
面

を
力

強
く

切
り

開
い

�
い

く
（
生

き
抜

い
�

い
く

）
こ

�
が

�
き

る
。

 

Ⅷ
-H

 企
業

活
動

理
解
 企

業
活
動
を
複
数
の
観
点
か
ら
調
査
で
き
る
。

 
企
業
活
動
を
複
数
の
観
点
か
ら
総
合
的
に
と
ら
え
る
た
め
に
情
報
を
収
集
・
整
理
・
比
較
が

で
き
る
。

 

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

�
も

密
接

�
関

係
さ

せ
�

、
企

業
を

多
様

�
観

点
か

ら
判

断
し

�
、

自
ら

�
進

路
選

択
�

活
か

す
�

い
う
考

え
方

を
持

た
せ

る
必

要
が

あ
る

。
 

＜
学

習
内

容
が

反
映

さ
れ

る
分

野
＞

 
進

路
選

択
へ

�
ミ
ス

マ
ッ

チ
を

防
ぐ

た
め

、
さ

ら
�

�
就

職
後

�
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

�
お

け
る

様
々

�
判

断
�

お
い

�
も

活
か

さ
れ

る
企

業
理

解
�

た
め

�
観

点
を

選
択

�
き

る
。

 

Ⅷ
-I

 
学

習
と

企
業

活
動

の
関

連
 

社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
・
体
験
・
能
力
を
具
体
化
し
て
関
連
付
け
ら

れ
る
。

 
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
・
体
験
・
能
力
と
自
ら
の
差
異
を
考
え
ら
れ

る
。

 

よ
り

良
い

キ
ャ

リ
ア

を
構

築
し

�
い

く
た

め
�

ス
テ

ッ
プ

�
し

�
、

高
専

教
育

を
通

し
�

自
ら

�
ス

キ
ル

�
向

上
や

目
標

�
す

る
ス

キ
ル

�
到

達
点

を
客

観
的

�
振

り
返

ら
せ

、
継

続
的

�
努

力
を

支
援

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

自
ら

�
現

状
を

把
握

し
、

自
ら

�
強

み
�

弱
み

を
踏

ま
え

た
継

続
的

�
行

動
や

学
習

を
進

め
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

Ⅸ
 
総

合
的

な
学

習
経

験
と

創
�

的
思

考
力

 

Ⅸ
-A

 創
成

能
力
 

指
定

さ
れ

た
工

学
的

課
題

�
解

決
�

た
め

�
シ

ス
テ

ム
、

構
成

要
素

、
工

程
等

を
創

出
�

き
る

。
 

実
課

題
�

�
�

実
践

的
�

工
学

的
課

題
�

解
決

�
た

め
�

シ
ス

テ
ム

、
構

成
要

素
、

工
程

等
を

創
出

�
き

る
。

 

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
専
門
能
力
や
実
験
実
習
能
力
、
情
報
収
集
・
分
析
力
な
ど
駆
使
し
、
論
理
的
に
思
考
す
る
方
法
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

企
業

活
動

等
�

お
い

�
、

複
合

的
�

要
素

を
踏

ま
え

、
特

定
�

需
要

�
適

合
し

た
新

規
�

シ
ス

テ
ム

・
構

成
要

素
・工

程
を

自
ら

設
計

す
る

こ
�

が
�

き
る

。
 

Ⅸ
-B

 
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
デ

ザ
イ

ン
能

力
 

ク
ラ

イ
ア

ン
ト
�

要
求

を
解

決
す

る
た

め
�

プ
ロ

セ
ス

（
企

画
立

案
か

ら
実

行
）
を

特
定

�
条

件
�

照
ら

し
�

実
践

�
き

、
解

決
策

を
創

案
�

き
る

よ
う

�
�

る
。

 
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
�

要
求

を
解

決
す

る
た

め
QC
D等

の
複
数
の
制
約
条
件
を
考
慮
し
た

解
決

策
を

提
示

�
き
、
要
求
を
満
た
す
最
適
な
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
・
開
発
で
き
る
。
 

例
え
ば
、
地
域
か
ら
課
題
を
見
つ
け
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
や
、
卒
業
研
究
・
特
別
研
究
な
ど
で
実
践
で
き
る
が
、
課
題
解
決
の
た
め
に
は
課
題
発
見
の
プ
ロ
セ
ス
や

調
査
方
法
な
ど
複
数
の
能
力
の
育
成
も
あ
ら
か
じ
め
必
要
で
あ
る
。

 
＜

学
習

内
容

が
反

映
さ

れ
る

分
野

＞
 

企
業

活
動

お
よ

び
地

域
活

動
�

お
け

る
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
�

要
求

を
明

確
化

し
、

�
�

�
等

�
複

数
�

制
約

条
件

を
考

慮
し

�
、

要
求

を
満

た
す

最
適

�
シ

ス
テ

ム
や

プ
ロ

セ
ス

を
提

案
・
開

発
�

き
る

。
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2-4 Ⅳ 工学基礎 

 こ�節��、工学基礎�し�、 

 Ⅳ-� 工学実験技術（各種測定方法、データ処理、考察方法） 

 Ⅳ-� 技術者倫理（知的財産、法令順守、持続可能性を含む）および技術史 

 Ⅳ-� 情報リテラシー 

 Ⅳ-� グローバリゼーション・異文化多文化理解 

�４項目��い�述べる。これら�項目�学習�際し��、必ずしも、これら�内容�特化した授

業科目を設定する必要��い。す�わち、当該校・学科�開講され�いるすべ��科目を通じ、

学生がこれら�項目を身�付け�卒業するこ�を基本�する。 

 
2-4-1 Ⅳ-A 工学実験技術（各種測定方法、データ処理、考察方法） 

【本科における教育領域の到達目標】 

工学実験技術�実験計画、安全�も配慮した実験実施、結果�整理�考察ま��基本的か�必須�到達目標�ある。また工学実験を実施する上�基本的�態

度を身�付け実践�きるこ�も目標�する。  

・適切�手順�従��、基本的�実験実習を実施�きる。 

・必要�データを整理し、そ�結果�基�いた論理的�考察が�きる。 

・実験を通し�課題を解決する上��基本的ルールを守るこ�が�きる。 

 

【専攻科における教育領域の到達目標】 

本科での学習内容を、より応用的・実践的な課題解決に活用できること。 

 

【一般的な科目名】 

 ・工学実験 

学習内容 到達目標 

実験・計測・分析方法 物理、化学、情報、工学�おける基礎的�原理や現象を明らか�するため�実験手法、実験手順��い�説

明�きる。 

実験装置や測定器�操作、及び実験器具・試薬・材料�正しい取扱を身�付け、安全�実験�きる。 

実験データ�分析、誤差解析、有効桁数�評価、整理�仕方、考察�論理性�配慮し�実践�きる。 

考察・レポート作成 実験テーマ�目的�沿��実験・測定結果�妥当性��実験データ��い�論理的�考察が�きる。 

実験ノートや実験レポート�記載方法�沿��レポート作成を実践�きる。 

実験データを適切�グラフや図、表��用い�表現�きる。 

実験�考察���必要�文献、参考資料��を収集�きる。 

実験・実習�関わる態度 実験・実習を安全性や禁止事項��配慮し�実践�きる。 

個人・複数名��実験・実習�あ��も役割を意識し�主体的�取り組むこ�が�きる。 

共同実験�おける基本的ルールを把握し、実践�きる。 

レポートを期限内�提出�きるよう�計画を立�、それを実践�きる。 

 
 
2-4-2 Ⅳ-B 技術者倫理（知的財産、法令順守、持続可能性を含む）および技術史 
【本科における教育領域の到達目標】 

技術者倫理、技術者�し��社会的責任、現代�至るま��技術�発展がもたらし�きた影響をも��、責任ある行動を�るため�基本的�事柄��い�理解するこ

�を目標�する。 

・技術者倫理、情報倫理、環境倫理、法令順守、社会�持続可能性�基�い�、技術者�し��るべき行動を説明するこ�が�きる。 

・国際社会および地域�発展�対し��技術者�役割を説明�きる。 

・知的財産�重要性や活用�重要性を理解し�いる。 

 

【専攻科における教育領域の到達目標】 

本科での学習内容を、より応用的・実践的な課題解決に活用できること。 

 

【一般的な科目名】 

 ・技術者倫理、法律、知的財産、技術史、地域社会、現代社会 

学習内容 到達目標 

技術者倫理�基本�実践 技術者倫理が必要�される社会的背景や重要性を認識し�いる。 

社会�おける技術者�役割�責任を説明�きる。 

説明責任、製�物責任、リスクマネジメント��、技術者�行動�関する基本的�責任事項を説明�きる。 

現代社会�具体的�諸問題を題材�、自ら専門�する工学分野�関連させ、技術者倫理観�基�い�、取るべ

きふさわしい行動を説明�きる。 

情報倫理 情報技術�進展が社会�及ぼす影響、個人情報保護法、著作権���法律��い�説明�きる。 

高度情報通信ネットワーク社会�中核�ある情報通信技術�倫理��関わりを説明�きる。 
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環境倫理 環境問題�現状��い��基本的�事項��い�把握し、科学技術が地球環境や社会�及ぼす影響を説明

�きる。 

環境問題を考慮し�、技術者�し�ふさわしい行動��何かを説明�きる。 

国際貢献・地域貢献 国際社会�おける技術者�し�ふさわしい行動��何かを説明�きる。 

過疎化、少子化��地方が抱える問題��い�認識し、地域社会�貢献するため�科学技術が果たせる役割�

�い�説明�きる。 

知的財産 知的財産�社会的意義や重要性�観点から、知的財産�関する基本的�事項を説明�きる。 

知的財産�獲得���必要�新規アイデアを生み出す技法����い�説明�きる。 

法令順守 技術者�社会的責任、社会規範や法令を守るこ�、企業内�法令順守（コンプライアンス）�重要性��い�説

明�きる。 

技術者を目指す者�し�、諸外国�文化・慣習��を尊重し、それぞれ�国や地域�適用される関係法令を守る

こ��重要性を把握し�いる。 
技術史�基本�実践 科学技術が社会�与え�きた影響をも��、技術者�役割や責任を説明�きる。 

科学者や技術者が、様々�困難を克服し�がら技術�発展�寄与した姿を通し、技術者�使命・重要性��い

�説明�きる。 

持続可能性 全��人々が将来�わた��安心し�暮らせる持続可能�開発を実現するため�、自ら�専門分野から配慮す

べきこ�が何かを説明�きる。 

技術者を目指す者�し�、平和�構築、異文化理解�推進、自然資源�維持、災害�防止���課題�力を合

わせ�取り組ん�いくこ��重要性を認識し�いる。 

 
2-4-3 Ⅳ-C 情報リテラシー 

【本科における教育領域の到達目標】 

専門分野�よらずセキュリティー�配慮し�情報技術を活用し、課題解決�ため�基本的�アルゴリズムを考え、実装�きるよう��るこ�を目標�する。  

・情報を収集、処理、発信するため�基本的�ハードウェア、ソフトウェア�関する知識を活用�きる。 

・特定�課題�対し、アルゴリズムを考え、実装するこ�が�きる。 

・情報セキュリティー�配慮した基本的�情報収集・発信、情報�保護が�きる。 

 

【専攻科における教育領域の到達目標】 

本科での学習内容を、より応用的・実践的な課題解決に活用できること。 

 

【一般的な科目名】 

 ・プログラミング、基礎情報工学 

学習内容 到達目標 

情報�基礎 

 
情報を適切�収集・処理・発信するため�基礎的�知識を活用�きる。 

論理演算�進数変換�仕組みを用い�基本的�演算が�きる。 

コンピュータ�ハードウェア�関する基礎的�知識を活用�きる。 

情報ネットワーク 情報伝達システムやインターネット�基本的�仕組みを把握し�いる。 

アルゴリズム 同一�問題�対し、それを解決�きる複数�アルゴリズムが存在しうるこ�を知��いる。 

与えられた基本的�問題を解くため�適切�アルゴリズムを構築するこ�が�きる。 

任意�プログラミング言語を用い�、構築したアルゴリズムを実装�きる。 

情報セキュリティ 

 
情報セキュリティ�必要性および守るべき情報を認識し�いる。 

個人情報�プライバシー保護�考え方��い��基本的�配慮が�きる。 

インターネット（���を含む）やコンピュータ�利用�おける様々�脅威を認識し�いる 

インターネット（���を含む）やコンピュータ�利用�おける様々�脅威�対し�実践すべき対策を説明�きる。 

 
2-4-4 Ⅳ-D グローバリゼーション・異文化多文化理解 

【本科における教育領域の到達目標】 

将来諸外国�人々�良好�関係を築い�仕事を進め�いくこ�を想定し、必要�知識や果たすべき役割、�るべき態度を理解するこ�を目標�する。 

・諸外国�文化・習慣・価値観等を理解し、尊重し�けれ��ら�いこ�を知��いる。 

 

【専攻科における教育領域の到達目標】 

本科での学習内容を、より応用的・実践的な課題解決に活用できること。 

 

【一般的な科目名】 

・異文化交流、地理、歴史、海外研修 

学習内容 到達目標 

グローバリゼーション・異文化

多文化理解 
それぞれ�国�文化や歴史�敬意を払い、そ�違いを受け入れる寛容さが必要�あるこ�を認識し�いる。 

様々�国�生活習慣や宗教的信条、価値観���基本的�事項��い�説明�きる。 

異文化�事象を自分たち�文化�関連付け�解釈�きる。 

それぞれ�国や地域�経済的・社会的�発展�対し�科学技術が果たすべき役割や技術者�責任ある行動�

�い�説明�きる。 
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